
科学技術振興機構（JST） 研究プロジェクト 

「自閉症に優しい社会：共生と治療の調和の模索」 

気になる幼児をどう考えるか？ 
～幼児教育・保育関係者と自閉症研究者が語る自閉症サイエンスカフェ～ 

診断を受けていないが、知的な遅れのない自閉症の心配のある子どもの発見、その理解と

支援について、幼児期の子どもと関わるいろいろな立場の人たちと、金沢大学の自閉症の

医療、遺伝子の研究者が一堂に会して意見を交わします。また、脳機能計測による、自閉

兆候の早期発見の是非も議論します。 

 

開催日時・・・・H２２年 １月２４日（日）１３時３０分～１６時３０分 

場所・・・・・・宝町十全講堂 １階ホール （金沢市宝町１３－１） 

(駐車場は台数に限りがありますので、なるべく公共の乗り物でお越しください) 

参加費・・・・・無料 

 

コーディネーター：大井 学（JST 研究プロジェクト代表） 

コメンテーター：石川県私立幼稚園協会理事長 田中辰実 

        横井小児科医院長 横井 透 

        金沢市子ども福祉課課長 越田 理恵 

 

パネリスト 

市民側：若手幼稚園教諭、金沢市幼児相談室保育士、NPO 法人アスペの会石川の

保護者、私立幼稚園保護者会会長ほか 

大学側：幼児教育学者、遺伝子学者、小児神経医、精神科医ほか 

 

参加対象・・・幼稚園教諭、保育士、保育所（園）職員、保健師、療育機関職員 

相談機関職員 

パネラー発言後、質疑に参加できます。 

 
問い合わせ先 

〒920-8640 金沢市宝町１３－１ 

医学系研究科脳細胞遺伝子学教室内 

連合大学院事務 

TEL: 076-265-2458  FAX: 076-234-4236 

事務担当：相川 静 

E-mail:coebrain@med.kanazawa-u.ac.jp 

http://ristex-kanazawa.w3.kanazawa-u.ac.jp/ 
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